
火災原因調査の方法について（２）

1｡1　 火 災 機 構

火 災 機 構 は， 発生 機 構 と 延焼 機 構 に よ り構

成 さ れて い る 。

火災とは，火災の実態は， 火災の メカニ ズムは，

な どにつ いて 人それぞ れの表現 をし， それなりの

解説 をしてい る。 ど れが正 しくて， どれが誤りで

ある というこ とはない と思う。 幅 広く奥深い火災

の実 像に対し， 自分なり の知識と経験 に基づ いて

分析 した結果であ ろう。 私は私な りに， 数多くの

火 災に接した結 果。 火災 はこの ようなメカニ ズム

に より構成 されている， とい う受 けlhめ方をして

いる といった ほうが良い のだろう。こ れは， あく

までデ ス クワ ークで の理屈 ではな く， 火災を分析

す ればこの ようになってい る， とい う私なりの経

験 則で もあ り， 分析の一つ のパ ターンで あると考

え たい。

1.1.1　 発生機構

火災に限らず爆発・ガス中毒・交通・労

災・病気などの各種の事故は，それぞれ事故

が発生するための誘因があり，それらのから

みあいによって発生する一連の経過がある。

この誘因と経過が，事故の発生機構を構成し

ている。そして，火災発生の誘因は，間接的

な誘因と直接的な誘因に分けることができ

る。この世の中の無数のあらゆる要素のうち

の特定の幾つかがたまたま間接要因となり，
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た幾つかの直接誘因がたまたま相関連しあっ

て発生経過へ連なっている。これらの誘因と

もなる要素は，あらゆる現象・状態・行為な

どの分野にわたっており，そしてまたこれら

は，全く異質の要素である場合もあり同類の

要素である場合もあるが，おしなべて並列的

な関係にある。

こ のような 表現だけ では 分かり にくいので， 交

通事故から火災になるケー スを例示して みよう。

例　車輛 火災

あ るベテ ランのド ライバ ーが， 前夜 深酒を して

し まった。二 日酔い を意識し たならば ベテラ ンで

あ るだけに，休暇 をとるなり，たとえ出勤 して も，

運転しないための何等かの方策を とっ たであろ う。

また，正常 ならばこの事故はおきないはずであ る。

二日酔い と正 常の中 間であ る二日酔い 気味 とい っ

た状態が。こ の事故 の場合の一 つ の直 接誘閃 にな

る。 次に，ある 主婦が，ぞ う きん掛け をした 後の

バケツの 水を道路 に まい たところ，こ れが 凍って

し まった。一 部路面 の氷結， こ れが二つ めの面接

誘囚に なる。 三つめ の直接 誘因は，小 道路か らの

子供の飛び出しである。この事故の直接誘因は三

つであるが，通常三つぐらいから多いときで十ぐ

らいある。この場合，もしドライバーが二日酔い

気味でなかったならぱ，子供が飛び出したために

急ブレーキをかけて車がスリップしても，全面氷

これらが相関連しあって一つの直接誘因を生　　 結ではない一部路面の氷結という状態に対応し，

みだし，さらに，同じようなパターンで生じ　　 ベテランであるだけにハンドル操作やブレーキ操
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作蕃 によ り， まだ まだ この事故 は避けうる余地が

あ るはずであ る。 また。 一部路面が 氷結してい な

ければ，急ブレーキをかけても車はスリップせず，

事故にはつ ながら ない。 子供が飛び出さなければ，

もともと急ブ レ ーキ をかける必嘆 もない。こ れら

三つ の直接 誘因は，こ のように 相関連しあってい

るのである。そして，これら三つのうちの一つの

直接誘囚 がなくても，この事故は発生しない。二つ，

あ るいは 三つ と もなけ れば，なお さら事故発生 の

余地はない。 二日酔い気味 ，- 一部路而の氷結， 小

道路から の飛 び出し という三つ のi白:接誘囚 は， も

と もと何 の関係 もな く，並 列的 な関係にある もの

が， た またま相関連 しあ って発生 経過につな がっ

てい くのであ る。

二日酔い気味という一つの直接誘因が生まれる

ために は， また幾つ かの闘接 誘閥が相関 連しあ っ

ている。二日酔いになるには酒の飲み過ぎという

原囚があ り， 飲み過 ぎという結 果には またそ れな

りの 原因がある。 すな わち，二 日酔いになるに は，

そ れなりの誘 囚がある というこ とであ る。 仕事が

終 わっ たとき，友達に一杯やろうと誘われた。まっ

す ぐ帰宅する はずであ ったのに， 誘わ れたがため

につきあう羽目となり，これが一つの問接誘囚と

なっ ている。 昔から， 酒良 し，料 理良し，女 良し

と よく言 われて いるが， 全部揃 えば最商 だが一つ

で も飲み過 ぎの結米 を生 む場 合が多い。 雰囲気が

良 かった， とい う夫現にし てお くが， こ れが 二つ

目 の間接誘因 となる。一次 会だ けなら大丈夫 とい

うつわものも，雰囲気が良かったために二次会に

,濾われて 同行し，飲 み過 ぎてし まうが，ここ にも

間接 誘因が 介在してい る。 二次 会を終えて帰 るこ

ろ は当然 通勤 の ラッシュは過 ぎて おり，電 車がす

いてい るので座 席に腰 をかけ，居 眠りが始 まる。

乗り越しをして。さらに帰宅時間が遅れ，睡眠時

間が少なくなるという悪循環の結果，さすがのつ

わものも二日酔い気味ということになる。分析の

仕方にもよるがこの場合，最低四つの同類あるい

は異種類の並列的な関係にある川接誘囚が，たま

たま相関連しあって一つの直接誘閥を生み出して

いる。これら四つの間接誘因のうち，一つがなく

ても直接誘囚は生まれてこない。

火災原 因調査 とは直接の 関係は ない が，消防 関

係法 令における 火災予防 につ いて の義 務付け や規

絋 基準等 の多 くは， 火災発生 の ため の直接あ る

いは闘接の誘因ともなる可能性のある要素を排除

するための ものである,ということがいえ る｡ただ，

何と 何か どのよ うに関連しあ い， とい った未来予

洲 はで きないので，雁 史的背 景の中で の知 識と経

験が，現在 の関係法 令等を作 り出して きたのであ

ろう。したがって結果的には,どれとど れを,といっ

た単純 なもので はなく，あ れも注意し なさい こ れ

も注 意しなさい，あ れもや りなさいこ れもやりな
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さい， と極めて広範囲になっている。

た また まという表現 を何回 も述べて きたが， 無

数の要素 の組 み合わせであ るが ために， た また ま

とか偶然とか言うより外に方法がないよう に思う。

例示 して みよう。

例１　取り灰

最近東京では,取り灰の火災は 極めて少なくなっ

てし まっ たが，昔 は， 年間数十 件あるい はもっと

あ ったよう に覚えてい る。 そ れらの中で もわら灰

は， 園芸 の肥料 に良い とかで， 多く用い られてい

たようであ る。そ れも， 水 を掛 けて消し たものは

肥料と しての効果 が薄れる らし く，自然 に消えて

冷 えた （もう大丈夫 と思っ た） ものを紙等 の袋に

入れ，物 置や外壁板張 り ぎわに置いて おい たとこ

ろ， 火 災になる とい ったヶ－ スが多かっ たようで

あ る。一般 に， 取 り灰 の余熱 発火とい うこ とがよ

く言われるが，400 ℃前後の余熱があればともかく

として，200 ℃や100℃ の余熱で 火災にな るわけが

ない。おそ らく現 象的 には残 り火 と未燃 物があっ

て， わら 灰のよ うに火がつい たり 消え たりしなが

ら灰の内 部温皮 が上昇し，灰 に接 する 可燃 材に着

火する ものと思 われる。いず れにせ よ園芸好 きの

一人の 人にとって，生 涯自分 のつ くった取 り灰か

らの出火 を経験 すること はない もの と思 われる。

人それぞれそれなりに，注意しているからである。

それで も運の悪い 人は，火 災に遭遇するこ ととな

る。 たまたまとしか言い ようのない 事例であ る。

例２　水中の杭

昔，荒川や 隅田川 にかかる木 製の橋の 橋脚等が

燃 える火災が,比較的多く発生していた。最近でも，

水中の杭 の水上 に琳出し た部分が燃え る火災が，

数は少ない が発生 している。 原囚 は，常 識的 には

たばこや 火の粉 の頬であろ う。 電気や化 学関係そ

の他の火 源の可 能性 につい ては， ちょっ と考 えら

れない。 大きな川にかかる橋の上から水面 までは，

恐らく10mから15mぐらいあるのではなかろうか。

そこで，私 はよ く問い かけて みる。…… 皆 さんそ

れぞ れ50本から100本のたばこ を持って。 水の上に

出ている杭の 上に来 るよう に， た ばこ を投げてご

らんなさい。 パチ ンコ のよ うにはい き ませ んよ。

恐 らく全 部駄目で しょう。…… 風があ れば， しょ

せ ん何千何万投 げて も乗ら ない だろ う。 虱が なく

て も， 水而は， 水の流 れに伴う 空気の 流れがあ る

はずであ り，大体無理 な相談とい わねばな るまい。

とこ ろが，橋の 上の通 行人が，何 気な くたばこ の

吸い 殼を川 に投 げ捨て た ものが，なか には杭 の上

に乗っかる ものが出て くるか ら不思 議である。 ま

さに， た また ま， 偶然 としかいい よう のない現 象

であ る。 さら に不思議 なの は， そのた ばこの 火に

より杭に着火 し， 場合 によって は発炎 するこ とで

あ る。 通常，単一 の木の 角材や板 材の上 にたばこ

を置いて も，焦げ る だけで 着火 するこ とはない。

し かし， 貿や形 や状熊 と量の組 み合 わせに よって

は，無 炎着火し 無炎燃焼 して発 炎するこ とはあ り

うることであ る。 単一 材で あって も腐 食してい れ

ば。 着火し発炎 するこ とはある。 杭が 水中に没し

た部分は生 の木のよ うであ るが， 水の上 に出 た部

分は，風化してボロボロ にな'つてい る場合がある。

こ のような場 合は， た ばこ に よる着火 の可能性が

考 えれる わけで あるが，こ れら の杭 は， 実効湿度

か100 ％近いはずであ る。 となれば，着火の可能性

は皆 無といって よい。 そ れで も現 実に火 災は 発生

して いるのであ るから， 私の知 識と経験 にない何

ら かの現象や状 態が付 加さ れてい る ものと思 われ

る。

火 災とはこうい う もので あ り， これが 火災なの

だ,とい ったほ うが,無 数の要素が組み合 わされて，

などと言ってい るよ りも。 とお りが良い ような気

もする。
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これとは反対に，発生経過は，幾つかの要

素が直列に一連のプロセスを構成し，その最

終段階で出火して延焼機構に連なっている。

また,たばこなどによって布団に無炎着火し，

無炎燃焼を経て出火に至る例のように，事実

上の燃焼現象がこの発生経過に含まれる場合

もある。

燃焼現 象が発生機 構に属 するのは，理論的 にも

おかし なことであ り， 当然延焼 機構に属 するべき

性質の ものである。これは｡火災の定義に も関連し，

また。出 火を無炎 着火の時点で とらえ るのか， 発

炎の時点 でとらえ るのか などについて定 かで ない

而があ るためであ る。 布団 が，無 炎燃焼し ただけ

で終 わっ たもの を火 災として取 り扱ってい る場合

は， もと より延焼機構に属することになる。

前述 した車輛火 災の続 きとして発生経過 を解説

する と， まず，急ブ レーキ をかける， とい うこと

から 発生 経過 に入り， こ れが 第一の要 素となる。

続いて， スリップする，ガ ードレ ールにぶつかる，

車が 横転する，燃 料 タン クのキャップが 外れる，

ガ ソリンが流出 し始 める， 配線 が スパークする，

と連なり， 七つの 要素が直 列的 な一連のプロ セス

を構成し，交 通事故 とな る。こ のプ ロセ スにもう

一つ，引 火する。 という要 素が加 わると，車 輛火

災 となる。この 場介，八つ の要素 が発生経過 を構

成 している わけであるが， 発生 誘囚 と回 じように，

二つ三つから多い時は十ぐらいの場 介もあ る。

昔から， 火災 原囚分類の経 過 を決定 する場 合，

現 象をとるか， 状態をとる か， 行 為をとる か，あ

るいは出火 に一 番近いの をとろ うとか，か なり悩

まされて きた ものであ る。 そして それは， 今も変

わりがない。こ の例の ように， 発生経 過が 八つ の

要素で構成 されてい れば， どの 要素を分類上 の経

過として決定 するか，判断 基準が ないだけ に苦労

するわけであ り， また統 計のあ り方に も疑問 を生

ずるわけであ る。 このこ とは， 分 類上の発火 源や

着火物 について もいえ るこ とであ る。

火災 の原囚 調査から外 れるが， 発生 経過の段 階

におい て もまだ， 火災の予 防は可 能で ある。 幾つ

かの要素が連 なる発生経 過のい ずれかの部 分で，

要素間の連 なりを断ち 切れば よい のである。 すな

わち， 発生経過 の切断であ る。 火 災の予防 は， 発

生 誘因の排除 と発生経過 の切断 によって成 り立つ

が，し ょせんは 人の意志と実 行が 基本となる。
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